
被災地で学んだ私たちだからこそ、
できることがある

▼

同
会
が
力
を
注
ぐ
音
楽
交
流
イ
ベ
ン
ト『
絆
音
楽
祭
』の
チ
ラ
シ
。大
田
区
・
東
松
島
市
か
ら

　
音
楽
グ
ル
ー
プ
11
組
あ
ま
り
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
演
す
る
。

048
縁プロジェクト
えにし

DATA

縁プロジェクト

ホームページ
otaenishiproject.jimdo.com

えにし

くつろぎのひとときを
おいしいスイーツとともにおすごしください
☆営業時間等は本紙 2 面左下のコラムをチェック　！

こらぼ大森 　　 ２ 階  　　　情報交流室Ⅱ

提供：おおたオーガニックファーム

＊イメージ

2016年7月15日当日消印有効。当選者の発表は、
当選ハガキの発送をもってかえさせていただきます。

スイーツセット（1set）無料チケット 

  抽選で5名様にプレゼント！

ご応募いただいた方の中から
抽選で、ステキなプレゼントをお贈りします。

◎ 応募方法 ◎ 葉書、FAXまたはEメールで、住所・氏名・年代（例：40代）
・職業・電話番号・本紙を入手したところ・広告/記事へのご意見、ご感想
・号数とご希望のプレゼント名を明記してお送りください。

office@oomori-cafe.com
※お寄せいただいた皆様の個人情報は企画者で厳重に管理し、当選のご連絡、また
　事前に許可を得た方に限りキャンペーン等のご連絡に使用させていただきます。

〒143-0023  大田区山王3-27-6

 東日本大震災から５年が経過している

今もなお、震災のことを忘れないよう

に活動を続けているボランティア団体

がある。縁プロジェクトの会長である

仙裕司さん、事務局の新倉太郎さんに

話を聞いた。（取材・文＝中山良恵）

にい　くら

えにし

せん

6/12　おおた・子育てわいわいフェスタ 2016
つながろう！ひろげよう！子育ての輪

【大田区制70周年記念事業】
おおた・子育てわいわいフェスタが今年も開催。

日時● 6月12日（日）10：00～16：00
場所●エセナおおた (大田区大森北 4 -16 - 4) 他
　　　入場無料  (有料イベントあり)
問合● おおた・子育てわいわいフェスタ 2016
　　　 事務局    TEL：03- 6410 - 8940
　　　  E-maii：info@waiwaifesta.com 

5/22　東京都立東京港野鳥公園
東京港野鳥公園フェスティバル

日程● 4月19日（火）～7月18日（月・祝）
　（第３月曜日、6/20～24は休館）   観覧料：無料
場所●大森 海苔のふるさと館２階企画展コーナー
問合●大森 海苔のふるさと館  TEL：03-5471-0333

日時 ● 5月22日（日）10：00 ~ 15：00
場所●東京都立東京港野鳥公園
　　　入園料：無料
問合●野鳥公園管理事務所 TEL：03-3799-5031

4/19～7/18　大森 海苔のふるさと館
企画展 「よみがえった大森麦わら細工」

「大森麦わら細工の会」 会員がかつて大森の名
産品であった麦わら細工を復元 ・創作した作品
を展示。その魅力を紹介しています。

http://norinoyakata.web.fc2.com/

www.wildbirdpark.jp

今年で 4回目となる野鳥公園フェスタ！「生き物」
をテーマに開催。親子で楽しめる参加型イベント、
ストリートライブ、縁日など内容は盛りだくさん。

6/19　ゴールドジム  サウス東京アネックス店
ゴールドジム格闘技スクール発表会2016

日時 ●6月19日（日）12：00～
場所● ゴールドジム サウス東京アネックス店
　　　(大田区山王2-4-1 大森駅前ビル6・7F）
参加費● 500円以上の募金（募金箱はゴール
ドジムフロントに設置）で入場券と引き換え
問合● TEL：03-5718-3939

毎年恒例の骨髄バンク・東日本大震災チャリ
ティーイベント。日ごろの練習の成果をリングの上
で披露。イベントの収益金は全額寄付されます。

人
生
が

大
き
く
変
わ
っ
た

活
動
の

３
つ
の
柱

▼

縁
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
メ
ン
バ
ー
。前
列

　
右
か
ら
３
人
目
が
仙
さ
ん
、４
人
目
が
新

　
倉
さ
ん（
写
真
提
供
：
縁
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

 

縁
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
、
宮

城
県
東
松
島
市
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
し
た
大
田
区
民

を
中
心
に
結
成
。
大
田
区
被

災
地
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
調

整
セ
ン
タ
ー
と
協
働
し
て
活

動
し
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー
は

50
人
程
で
年
齢
は
18
歳
～
70

代
ま
で
と
幅
広
い
。
定
例
会

は
毎
週
水
曜
日
に
消
費
者
生

活
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
２
０

１
２
年
の
結
成
当
初
か
ら
毎

週
欠
か
さ
ず
、
熱
い
話
し
合

い
が
行
わ
れ
て
い
る
。

 

同
会
は
３
つ
の
活
動
を
柱

と
し
て
い
る
。
１
つ
目
は「
東

松
島
市
で
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
再
生
事
業
」。
現
地
の

人
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を

つ
く
る
こ
と
が
目
的
だ
。
注

目
は
、「
松
ぼ
っ
く
り
の
里

帰
り
大
作
戦
」。
震
災
で
被

害
に
あ
っ
た
松
林
再
生
の
た

め
、
被
災
地
の
松
の
種
か
ら

苗
木
を
育
て
移
植
す
る
取
組

み
で
、
大
田
区
内
で
苗
木
を

育
て
る
里
親
は
現
在
１
１
０

軒
程
。
移
植
で
き
る
ま
で
５

年
を
要
す
る
と
い
う
。

 

２
つ
目
は
、「
大
田
区
地
域

防
災
力
向
上
」。
被
災
地
で

の
体
験
を
伝
え
、
地
域
の
防

災
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

に
、
区
内
の
小
中
学
校
で
避

難
所
を
体
験
す
る
宿
泊
研
修

を
開
催
。
２
０
１
６
年
度
は

大
田
区
地
域
力
応
援
基
金
の

助
成
を
活
用
し
て
防
災
教
室

を
実
施
す
る
予
定
だ
。

 

ま
た
東
松
島
市
だ
け
で
な

く
、
伊
豆
大
島
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
な
ど
の
被
災
地
で
も
継
続

的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
メ
ン

バ
ー
の
防
災
力
向
上
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。

 

３
つ
目
は
「
音
楽
交
流
」。

震
災
を
風
化
さ
せ
な
い
よ
う

音
楽
の
力
で
大
田
区
と
東
松

島
市
を
結
ぶ
こ
と
が
目
的

で
、
同
会
の
最
大
の
イ
ベ
ン

ト
「
絆
音
楽
祭
」
を
２
０
１

２
年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い

る
。
東
松
島
市
民
の
鑑
賞
バ

ス
ツ
ア
ー
を
企
画
し
大
田
区

民
と
の
交
流
を
図
る
。

「
震
災
か
ら
５
年
が
経
っ
た

今
、
支
援
さ
れ
る
側
、
支
援

す
る
側
で
は
な
く
、
友
達
と

し
て
交
流
し
続
け
て
い
け
る

よ
う
に
し
た
い
」
と
仙
さ

ん
。
５
回
め
の
今
年
は
５
月

28
日
（
土
）
に
日
本
工
学
院

専
門
学
校
大
講
義
室
（
大
田

区
西
蒲
田
）
で
行
わ
れ
る
。

 

会
長
の
仙
さ
ん
は
震
災
時
、

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
恐
怖

を
感
じ
た
。
徐
々
に
被
害
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
き
「
自

分
は
大
工
だ
か
ら
現
地
で
何

か
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
」
と
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
。「
現
地
は

ま
さ
に
生
き
地
獄
。
こ
れ
は

生
半
可
な
気
持
ち
で
は
い
け

な
い
、
と
こ
と
ん
や
っ
て
や

ろ
う
」
と
、
仕
事
の
合
間
を

見
つ
け
て
は
現
地
に
通
っ
た
。

 

震
災
か
ら
半
年
が
経
過
。

「
避
難
所
生
活
に
疲
弊
し
て

い
く
被
災
者
を
見
て
、
物
資

を
配
る
だ
け
で
は
い
け
な

い
」
と
、
得
意
な
ギ
タ
ー
を

弾
き
始
め
た
。
す
る
と
炊
き

出
し
を
持
っ
た
ま
ま
被
災
者

が
駆
け
寄
っ
て
来
て
一
緒
に

歌
い
だ
し
た
。「
歌
を
半
年

の
間
、
忘
れ
て
い
た
。
歌
う

こ
と
を
思
い
出
し
た
」
と
言

わ
れ
、
音
楽
で
勇
気
づ
け
る

こ
と
が
で
き
る
と
実
感
。
こ

の
こ
と
が
、
同
会
発
足
の

き
っ
か
け
で
あ
る
「
絆
音
楽

祭
」
の
開
催
に
つ
な
が
る
。

 

事
務
局
の
新
倉
さ
ん
は
震

災
時
、
都
内
の
職
場
で
社
員

の
安
否
確
認
な
ど
の
対
応
に

追
わ
れ
た
。「
交
通
機
関
は

止
ま
り
、
人
が
溢
れ
行
列
に

な
っ
て
帰
宅
す
る
姿
は
尋
常

で
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
。

そ
の
後
、
東
松
島
市
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
。
さ

ら
に
２
０
１
２
年
４
月
に
発

表
さ
れ
た
首
都
直
下
型
地
震

被
害
想
定
マ
ッ
プ
で
大
田
区

が
真
っ
赤
だ
っ
た
こ
と
に
危

機
感
を
持
つ
。「
東
松
島
市

で
経
験
し
た
こ
と
を
大
田
区

に
伝
え
な
い
と
い
け
な
い
」

と
、
地
域
の
活
動
に
目
を
向

け
始
め
た
の
と
時
を
同
じ
く

し
て
、
区
立
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
に
就
任
。
子
ど
も
た

ち
や
保
護
者
に
防
災
を
伝
え

る
こ
と
も
で
き
る
と
考
え
た
。

 

そ
の
頃
、
仙
さ
ん
も
音
楽

だ
け
で
な
く
、
被
災
地
で
経

験
し
た
こ
と
を
大
田
区
で
伝

え
た
い
と
考
え
て
い
た
。
そ

し
て
２
０
１
２
年
７
月
、
縁

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
大
田

区
地
域
力
応
援
基
金
の
助
成

金
を
申
請
。
防
災
リ
ー
ダ
ー

育
成
講
座
を
開
催
し
た
。

 

「
東
日
本
大
震
災
で
被
災
地

の
方
も
そ
う
だ
が
、
私
た
ち

の
人
生
も
大
き
く
変
わ
っ
た
」

と
、
頷
き
合
う
二
人
。
こ
れ

か
ら
も
熱
い
活
動
で
、
深
く

「
縁
」
と
「
絆
」
で
結
び
続

け
て
い
く
に
違
い
な
い
。

地域情報は
こちらでも
随時配信中！

Walkerplus
ウォーカープラス


